
KULASIS,PandA について  

【ご意見・ご要望】（投稿日：2020 年 10月 6日） 

 

・KULASIS,PandAについて 

 ①授業連絡メールを KULASISか PandAかどちらか一方に統一するか、使い分けについ

てのガイドラインを定めてほしいです。 

 ZOOM のリンクを探す際に、KULASISのメールに「PandAのメールを見てください」と

書いてあることがあり、不便に感じます。 

 

・KULASISについて 

①上部に出ている項目分けがわかりづらいです。項目名にカーソルを合わせると、ど

んなものが含まれているか説明が出るとありがたいです。 

②PC でもスマートフォンでも文字が小さくて見づらいです。文字の大きさなど個人

設定できるようにしていただきたいです。 

③時間割表示はいつから後期に切り替わるのでしょうか。 

④時間割のところから授業連絡メールを開くと、「New」と表示されますが、どのくら

いの期間「New」と表示されるのでしょうか。自分がどの連絡を確認したのか、通知メ

ールの送信日時と開封履歴と照らし合わせなければならず、不便に感じます。自分が開

封したものは開封済みと表示が出るか、New 表示が消えるかすると良いと思います。 

⑤履修登録の科目検索画面で、該当科目一覧より上側に検索設定があるため、ページ

送りの際（次の 10 件の表示）に毎度ページスクロールもしなければならず、時間がか

かります。 

⑥履修登録の科目検索で、毎度 E科目が前側に出てきますが、E科目の履修はそれほ

ど多くなく、E科目以外の科目を見つけるのに手間取ります。「E科目以外」という検索

設定もあるとありがたいです。 

⑦履修登録の際に、お気に入り登録ができると良いと思います。ある科目を履修する

か迷っているときに、さまざまな絞り込み方で比較検討したいときに、すぐタイムアウ

トになってしまうのが不便です。 

 

・PandAについて 

①科目のラベリングが変更できるようにしていただきたいです。[2020 後期月１]英

語ライティング−リスニングＢなどと表示されますが、「2020 後期」という情報は、一度

タブをカスタマイズして不要な科目を非表示リストに入れれば不要な情報であって、必

要な科目を見つけ出す上で邪魔に感じます。また文字数によって改行の位置が違って、

これも視認性を下げていると思います。縦に並べて「ホーム、ダッシュボード、メンバ

ーシップ」のように収納できるようにするか、曜日ごとに色分け、ボタンの大きさを揃

えてはみ出る文字数は省略などが良いのではないでしょうか。 

 



【回答】（回答日：2020年 10月 15日） 

（回答者：教育推進・学生支援部、情報環境機構） 

  

・KULASIS PandA について 

貴重なご意見をありがとうございます。 

現時点で授業についての連絡手段が複数であることによって学生の皆さんにはご不便を

おかけしています。緊急事態の中で教員にオンラインでの授業を準備・実施していただくこ

とを最優先にしておりましたが、頂いた意見等踏まえ改善に努めてゆきます。 

Zoom については、PandA のコースサイト経由でご利用いただくことを推奨しております。

ただし、KULASIS から PandA への（仮）履修簿の連携は前日の KULASIS での登録情報を

夜間に PandA に反映させています。このため、履修が確定しない学期当初のオンライン授

業では当日、履修登録した学生には PandA や PandA 経由の Zoom 利用ができません。 

安全のため教員には KULASIS からの連絡を併用していただくことなどを行っていただ

いております。 

 

・KULASIS について 

貴重なご意見をありがとうございます。 

KULASIS ユーザインターフェースについて、ご不便をお掛けしており申し訳ありません。 

順次改修候補として検討を進めさせていただきます。 

②の文字サイズについては、PC ブラウザでも表示倍率の拡大が可能かと思いますので、

お試しください（例：InternetExplorerの場合 右上の歯車マーク＞拡大＞任意の倍率へ）。 

③の後期時間割は KULASISで履修登録を行っている部局の場合、後期履修登録の確定日

（10/21 17:00）より表示されます。 

④の「New」マークは 3日間表示されます。 

 

・PandA について 

貴重なご意見をありがとうございます。 

本年度はオンライン授業が大幅に増加したため PandA 内で科目情報が見つけにくくなっ

ており、ご不便をおかけしております。 

PandAは学生のみならず教員も利用しています。教員の多くは同一科目を複数担当してお

り、過去の授業の情報を利用する事もあり、曜日・時限・年度の情報が欠かせません。 

学生と教員の間で表示名が異なりますと、問題発生時に原因を特定することが難しくなり

ます。 

また、再履修などで似た名前の授業を履修している際にも、年度情報が必要となりますの

で、これらの情報が表示されることについてはご理解いただけますようお願いいたします。 

PandAはオープンソースの学習支援システム Sakai を京都大学でカスタマイズして提供

しており、現在、京大内の開発チームでは PandAのバージョンアップに向け作業中です。 

今回いただきましたご要望については継続的な検討課題とさせていただきます。 


